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第 1図 細粒ターピダイトの内部堆積構造)1慎序
の模式打点部:シルト，白色部:泥








































2 1 沖縄舟状海盆柱状試料KH72-2 8t. 73 
第2図に，東京大学研究船白嵐丸KH72-2航海
(KAG品目， 1975)において，ターピダイトを含む泥質































73: KH72-2 81. 73.26000.3' N， 125044.5' E.水深2104m

















DER LINGEN， (1969)やHESSE，( 1975 )のF部
や STOWand SHANMUGAM， (1980)のT
7・
Tsに棺当するものとみてよいであろう。




それは，タービダイト泥(e部)が d • c部にも
増して顕著な級化をその平均粒径に示すに対して，
F部ではそれが見られないことである。
e部の粒度級化については， SHIKI et al.， (1982) 
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れる特徴について， PASSEGA (1957， 1964)の
CM図を用いて検討し， これら，とくに d部の平行
葉理の形成機構について考えてみよう。
















































































































b :コア天端より 519cm( f部)。石灰質
生物遺体を全く含まない。
a .コア天端より 534.3cm( d部)。有孔
虫(視野中央よりやや右下)その他の
石灰質生物遺体破片を含む。
第7図 南海舟状海盆底KH83 -2 8t. 3の柱状試料， 30"'" 25μ 
分画物。




















あって，層流ではない (KLINE，et αl.， 1967， 
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